
　

逗
子
市
内
全
域
で
震
度
７

　

逗
子
市
内
全
域
で
震
度
７

の
地
震
を
観
測
、
３
分
後
に

の
地
震
を
観
測
、
３
分
後
に

相
模
湾
に
大
津
波
警
報
が
発

相
模
湾
に
大
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
の
も

表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
の
も

と
、
海
岸
利
用
者
を
対
象
と

と
、
海
岸
利
用
者
を
対
象
と

し
た
津
波
避
難
訓
練
が
７
月

し
た
津
波
避
難
訓
練
が
７
月

2121
日
、
逗
子
海
岸
で
実
施
さ

日
、
逗
子
海
岸
で
実
施
さ

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
姿
勢

　

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
姿
勢

を
低
く
し
頭
を
守
る
安
全
行

を
低
く
し
頭
を
守
る
安
全
行

動
が
防
災
行
政
無
線
で
促
さ

動
が
防
災
行
政
無
線
で
促
さ

れ
た
後
、
音
が
聞
こ
え
に
く

れ
た
後
、
音
が
聞
こ
え
に
く

い
海
上
に
い
る
人
た
ち
へ

い
海
上
に
い
る
人
た
ち
へ

「
津
波
が
来
る
！
海
か
ら
上

「
津
波
が
来
る
！
海
か
ら
上

が
っ
て
安
全
な
場
所
に
避
難

が
っ
て
安
全
な
場
所
に
避
難

せ
よ
」
と
視
覚
的
に
伝
え
る

せ
よ
」
と
視
覚
的
に
伝
え
る

大
き
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
旗
が

大
き
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
旗
が

中
央
監
視
所
や
２
階
建
て
の

中
央
監
視
所
や
２
階
建
て
の

海
の
家
に
掲
げ
ら
れ
た
。
同

海
の
家
に
掲
げ
ら
れ
た
。
同

時
に
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
水

時
に
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
水

上
バ
イ
ク
で
沖
に
い
る
人
を

上
バ
イ
ク
で
沖
に
い
る
人
を

誘
導
し
、
海
水
浴
客
ら
は
海

誘
導
し
、
海
水
浴
客
ら
は
海

岸
へ
上
が
る
ま
で
の
避
難
を

岸
へ
上
が
る
ま
で
の
避
難
を

完
了
し
た
。

完
了
し
た
。

　

逗
子
湾
に
は
最
大

　

逗
子
湾
に
は
最
大
1010
・
４
・
４

ｍ
の
津
波
が
最
短

ｍ
の
津
波
が
最
短
1111
分
で
到

分
で
到

達
す
る
想
定
が
あ
り
、
警
報

達
す
る
想
定
が
あ
り
、
警
報

が
出
た
際
は
逗
子
開
成
や
聖

が
出
た
際
は
逗
子
開
成
や
聖

マ
リ
ア
小
学
校
の
屋
上
、
披

マ
リ
ア
小
学
校
の
屋
上
、
披

露
山
公
園
な
ど
高
台
へ
避
難

露
山
公
園
な
ど
高
台
へ
避
難

す
る
よ
う
市
の
防
災
安
全
課

す
る
よ
う
市
の
防
災
安
全
課

か
ら
説
明
さ
れ
た
。

か
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

水
難
救
助
訓
練
も
あ
り
、

　

水
難
救
助
訓
練
も
あ
り
、

市
消
防
本
部
は
「
ド
ロ
ー
ン

市
消
防
本
部
は
「
ド
ロ
ー
ン

は
海
岸
か
ら
は
見
え
に
く
い

は
海
岸
か
ら
は
見
え
に
く
い

　

鎌
倉
日
仏
協
会
（
佐
野
昭

　

鎌
倉
日
仏
協
会
（
佐
野
昭

三
会
長
・
会
員
約
１
２
０

三
会
長
・
会
員
約
１
２
０

人
）
主
催
の
パ
リ
祭
が
７
月

人
）
主
催
の
パ
リ
祭
が
７
月

2121
日
、
鎌
倉
市
内
の
レ
ス
ト

日
、
鎌
倉
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
開
か
れ
、
会
員
や
フ

ラ
ン
で
開
か
れ
、
会
員
や
フ

ラ
ン
ス
の
協
会
関
係
者
ら
が

ラ
ン
ス
の
協
会
関
係
者
ら
が

な
ご
や
か
に
交
流
し
た
。
駐

な
ご
や
か
に
交
流
し
た
。
駐

日
フ
ラ
ン
ス
大
使
ロ
ー
ラ
ン

日
フ
ラ
ン
ス
大
使
ロ
ー
ラ
ン

・
ピ
ッ
ク
氏
の
参
加
も
あ

・
ピ
ッ
ク
氏
の
参
加
も
あ

り
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
が
市

り
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
が
市

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
職
員

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
職
員

ら
を
伴
っ
て
来
場
し
た
。

ら
を
伴
っ
て
来
場
し
た
。

　

大
使
は
、
今
年
が
日
仏
交

　

大
使
は
、
今
年
が
日
仏
交

流
１
６
０
周
年
の
節
目
の

流
１
６
０
周
年
の
節
目
の

年
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、

年
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、

る
気
配
は
な
く
、
熱
を
蓄
え

る
気
配
は
な
く
、
熱
を
蓄
え

た
空
気
が
重
く
の
し
か
か
っ

た
空
気
が
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
。
こ
ん
な
季
節
が
カ

て
い
る
。
こ
ん
な
季
節
が
カ

ン
ナ
は
大
好
き
な
の
だ
。
暑

ン
ナ
は
大
好
き
な
の
だ
。
暑

い
ほ
ど
元
気
を
、
蒸
す
ほ
ど

い
ほ
ど
元
気
を
、
蒸
す
ほ
ど

美
し
さ
を
増
す
よ
う
だ
。
そ

美
し
さ
を
増
す
よ
う
だ
。
そ

の
赤
を
、
最
高
の
彩
度
で
咲

の
赤
を
、
最
高
の
彩
度
で
咲

い
て
い
る
。

い
て
い
る
。

　

線
路
や
架
線
が
描
く
遠
近

　

線
路
や
架
線
が
描
く
遠
近

法
の
、
そ
の
先
に
見
え
る
駅

法
の
、
そ
の
先
に
見
え
る
駅

も
街
並
み
も
、
夏
の
陽
光
に

も
街
並
み
も
、
夏
の
陽
光
に

溶
け
て
よ
ど
ん
で
い
る
。
今

溶
け
て
よ
ど
ん
で
い
る
。
今

電
車
か
ら
降
り
て
く
る
人
、

電
車
か
ら
降
り
て
く
る
人
、

乗
り
込
む
人
の
足
の
重
さ
も

乗
り
込
む
人
の
足
の
重
さ
も

感
じ
ら
れ
る
。
全
て
が
け
だ

感
じ
ら
れ
る
。
全
て
が
け
だ

る
い
そ
の
中
に
、
カ
ン
ナ
だ

る
い
そ
の
中
に
、
カ
ン
ナ
だ

け
が
輝
い
て
い
た
。

け
が
輝
い
て
い
た
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131
×
4141
㎝

　

鎌
倉
駅
か
ら
今
小
路
踏
切

　

鎌
倉
駅
か
ら
今
小
路
踏
切

ま
で
、
線
路
わ
き
に
カ
ン
ナ

ま
で
、
線
路
わ
き
に
カ
ン
ナ

が
群
れ
咲
い
て
い
た
。

が
群
れ
咲
い
て
い
た
。

　

陽
が
傾
い
て
も
涼
し
く
な

　

陽
が
傾
い
て
も
涼
し
く
な

　

「
森
戸
の
浜
の
盆
踊
り
」

　

「
森
戸
の
浜
の
盆
踊
り
」

が
８
月

が
８
月
1313
日
葉
山
町
の
森
戸

日
葉
山
町
の
森
戸

海
岸
で
行
わ
れ
た

海
岸
で
行
わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

バ
ン
ド
の
生
演
奏
が
特
徴
の

バ
ン
ド
の
生
演
奏
が
特
徴
の

盆
踊
り
は
葉
山
の
夏
の
風
物

盆
踊
り
は
葉
山
の
夏
の
風
物

詩
と
し
て
定
着
し
、
今
年
で

詩
と
し
て
定
着
し
、
今
年
で

1212
回
目
。

回
目
。

　

海
岸
の
中
央
に
地
元
の
青

　

海
岸
の
中
央
に
地
元
の
青

竹
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
や
ぐ

竹
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
や
ぐ

ら
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
エ
レ
キ

ら
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
エ
レ
キ

ギ
タ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
篠

ギ
タ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
篠

笛
や
大
太
鼓
な
ど
に
浴
衣
姿

笛
や
大
太
鼓
な
ど
に
浴
衣
姿

の
女
性
コ
ー
ラ
ス
が
華
を
添

の
女
性
コ
ー
ラ
ス
が
華
を
添

え
る
え
る
1515
人
編
成
の
「
葉
山
盆

人
編
成
の
「
葉
山
盆

楽
団
」
が
炭
坑
節
や
東
京
音

楽
団
」
が
炭
坑
節
や
東
京
音

頭
、
花
笠
音
頭
、
ご
当
地
の

頭
、
花
笠
音
頭
、
ご
当
地
の

葉
山
音
頭
を
演
奏
し
、
踊
り

葉
山
音
頭
を
演
奏
し
、
踊
り

を
盛
り
上
げ
た
。

を
盛
り
上
げ
た
。

　

約

　

約
6060
年
前
、
海
の
家
の
組

年
前
、
海
の
家
の
組

合
が
主
催
し
始
ま
っ
た
と
言

合
が
主
催
し
始
ま
っ
た
と
言

わ
れ
る
森
戸
の
浜
の
盆
踊
り

わ
れ
る
森
戸
の
浜
の
盆
踊
り

は
、
は
、
9090
年
代
に
人
が
集
ま
ら

年
代
に
人
が
集
ま
ら

な
く
な
り
一
度
途
絶
え
て
し

な
く
な
り
一
度
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０

０
年
代
に
海
の
家
「
オ
ア
シ

０
年
代
に
海
の
家
「
オ
ア
シ

ス
」
が
再
開
し

ス
」
が
再
開
し
1111
年
の
ブ
ラ

年
の
ブ
ラ

ン
ク
を
経
て
２
０
０
６
年
に

ン
ク
を
経
て
２
０
０
６
年
に

実
行
委
を
立
ち
上
げ
復
活

実
行
委
を
立
ち
上
げ
復
活

し
、
現
在
に
至
る
。

し
、
現
在
に
至
る
。

　

３
代
目
実
行
委
員
長
畠
山

　

３
代
目
実
行
委
員
長
畠
山

晶あ
き
ら

あ
き
らさ

ん
（

さ
ん
（
3333
）
は
「
初
代
委

）
は
「
初
代
委

員
長
の
熱
意
に
引
き
込
ま
れ

員
長
の
熱
意
に
引
き
込
ま
れ

て
始
め
た
が
、
踊
り
を
通
し

て
始
め
た
が
、
踊
り
を
通
し

て
皆
が
一
つ
に
な
れ
る
こ
と

て
皆
が
一
つ
に
な
れ
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。
若
い
世
代
が

に
気
づ
い
た
。
若
い
世
代
が

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
は
、
新
し
い
動
き
に
つ
な

と
は
、
新
し
い
動
き
に
つ
な

が
る
の
で
は
」
と
話
す
。

が
る
の
で
は
」
と
話
す
。

　

祖
父
母
連
れ
の
家
族
や
若

　

祖
父
母
連
れ
の
家
族
や
若

者
の
姿
も
多
か
っ
た
。
堀
内

者
の
姿
も
多
か
っ
た
。
堀
内

在
住
の
親
子
は
「
こ
の
盆
踊

在
住
の
親
子
は
「
こ
の
盆
踊

り
が
き
っ
か
け
で
葉
山
に
引

り
が
き
っ
か
け
で
葉
山
に
引

っ
越
し
て
き
た
」
と
話
し
て

っ
越
し
て
き
た
」
と
話
し
て

い
た
。

い
た
。 

 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
） 　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
主
催
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

務
店
主
催
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

の
８
回
目
。
受
講
者
２
６
０

の
８
回
目
。
受
講
者
２
６
０

人
突
破
！　

好
評
で
す
。

人
突
破
！　

好
評
で
す
。

　

８
月
か
ら
月
１
回
、
そ
れ

　

８
月
か
ら
月
１
回
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
家
が
家
づ
く
り

ぞ
れ
の
専
門
家
が
家
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
ほ
ん
の
少
し
知
識
を
増

す
。
ほ
ん
の
少
し
知
識
を
増

や
す
だ
け
で
暮
ら
し
が
大
き

や
す
だ
け
で
暮
ら
し
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

く
変
わ
り
ま
す
。

　

９
月

　

９
月
1515
日
は
、
石
場
建
て

日
は
、
石
場
建
て

伝
統
構
法
の
家
を
手
が
け
る

伝
統
構
法
の
家
を
手
が
け
る

梓
工
務
店
の
伊
東
裕
一
会

梓
工
務
店
の
伊
東
裕
一
会

長
が
、

長
が
、「
古
民
家
を
新
築
す

「
古
民
家
を
新
築
す

る
」
る
」
の
題
で
お
話
し
し
ま

の
題
で
お
話
し
し
ま

す
。
古
民
家
で
暮
ら
し
た

す
。
古
民
家
で
暮
ら
し
た

い
、
地
震
に
強
い
家
が
ほ
し

い
、
地
震
に
強
い
家
が
ほ
し

い
、
伝
統
構
法
の
技
術
的
な

い
、
伝
統
構
法
の
技
術
的
な

こ
と
を
知
り
た
い
人
な
ど
に

こ
と
を
知
り
た
い
人
な
ど
に

お
す
す
め
で
す
。

お
す
す
め
で
す
。

　

９
月

　

９
月
1515
日
（
土
）
午
前

日
（
土
）
午
前
1010

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
会

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
会

館
（
御
成
町
）
。
参
加
無

館
（
御
成
町
）
。
参
加
無

料
、
要
事
前
申
込
（
先
着

料
、
要
事
前
申
込
（
先
着
1515

人
）
。
申
込
・
問
合
せ
戸
井

人
）
。
申
込
・
問
合
せ
戸
井

田
工
務
店　

鎌
倉
市
大
町

田
工
務
店　

鎌
倉
市
大
町

５
―
５
―
９
☎
０
４
６
７

５
―
５
―
９
☎
０
４
６
７

・
2424
・
７
７
７
７
、

・
７
７
７
７
、info@

info@

kam
akura-stand

ard
.

kam
akura-stand

ard
.

com
com

「
同
会
が
鎌
倉
と
フ
ラ
ン
ス

「
同
会
が
鎌
倉
と
フ
ラ
ン
ス

と
の
関
係
を
盛
り
立
て
て
ほ

と
の
関
係
を
盛
り
立
て
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
す
る
と

し
い
」
と
挨
拶
す
る
と
＝
写
＝
写

真
、
松
尾
市
長
は
、
鎌
倉
市

、
松
尾
市
長
は
、
鎌
倉
市

が
仏
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
２

が
仏
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
２

０
２
０
五
輪
事
前
キ
ャ
ン
プ

０
２
０
五
輪
事
前
キ
ャ
ン
プ

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

い
る
こ
と
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス

い
る
こ
と
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス

の
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
を
、

の
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
を
、

市
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き

市
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き

た
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

た
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通

べ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通

じ
て
の
交
流
を
ま
す
ま
す
盛

じ
て
の
交
流
を
ま
す
ま
す
盛

ん
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ん
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

意
向
を
表
明
し
た
。

向
を
表
明
し
た
。

　

会
員
の
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ

　

会
員
の
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演

オ
リ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演

奏
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
参

奏
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
参

加
者
は
グ
ラ
ス
を
片
手
に
歓

加
者
は
グ
ラ
ス
を
片
手
に
歓

談
。
大
使
も
ひ
と
り
一
人
と

談
。
大
使
も
ひ
と
り
一
人
と

熱
心
に
対
話
し
て
い
た
。

熱
心
に
対
話
し
て
い
た
。

溺
者
を
真
上
か
ら
発
見
で
き

溺
者
を
真
上
か
ら
発
見
で
き

る
た
め
、
救
助
の
時
間
が
短

る
た
め
、
救
助
の
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
」
と
利
点
を
ア
ピ

縮
さ
れ
る
」
と
利
点
を
ア
ピ

ー
ル
。

ー
ル
。

　

鎌
倉
か
ら
始
ま
っ
た
オ
レ

　

鎌
倉
か
ら
始
ま
っ
た
オ
レ

ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ
の
普
及
に
携

ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ
の
普
及
に
携

わ
る
湘
南
海
上
安
全
協
会
の

わ
る
湘
南
海
上
安
全
協
会
の

歌
代
光
雄
副
理
事
長（

歌
代
光
雄
副
理
事
長（
7575
）は）は

「
県
内
外
に
だ
い
ぶ
広
が
っ

「
県
内
外
に
だ
い
ぶ
広
が
っ

て
き
た
が
、
ま
だ
足
り
な

て
き
た
が
、
ま
だ
足
り
な

い
」
と
さ
ら
な
る
周
知
を
訴

い
」
と
さ
ら
な
る
周
知
を
訴

え
た
。

え
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

フ
ラ
ン
ス
大
使

フ
ラ
ン
ス
大
使

パ
リ
祭
に
参
加

パ
リ
祭
に
参
加

鎌
倉
日
仏
協
会

鎌
倉
日
仏
協
会

石場建て伝統構法石場建て伝統構法

1414
「
カ
ン
ナ
」

黒
川　

明

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
８
回

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
８
回

第
２
部「
古
民
家
を
新
築
す
る
」

第
２
部「
古
民
家
を
新
築
す
る
」

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

〜
世
界
が
絶
賛
す
る

〜
世
界
が
絶
賛
す
る

日
本
の
伝
統
技
術
〜

日
本
の
伝
統
技
術
〜

鎌倉で
「木」と
暮らす

合
図
は
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ

合
図
は
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ

海
水
浴
場
で
津
波
避
難
訓
練

海
水
浴
場
で
津
波
避
難
訓
練

生
演
奏
で
広
が
る
輪

生
演
奏
で
広
が
る
輪

森
戸
の
浜
の
盆
踊
り

森
戸
の
浜
の
盆
踊
り

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１８年（平成３０年）９月１日 第474号 1部　108円 （８）


